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1. 緒　言

　近年の気候変動を象徴するように，昨年は台風の当たり
年だった。2016年（10月現在）は日本上陸の台風は 6個
（8月 4個，9月 2個）に上り，6個以上の日本上陸は 2004
年以来（10個）である 1)。上陸した台風を含め日本近海を
通過する台風は，その規模が強大になっており猛烈な風雨
を伴いながら日本各地に重大なダメージをあたえてきた。
その原因として日本近海の海水温が上昇し，台風が衰えず
に日本まで到達できるようになったからだと考えられてい
る。海水温度が上昇する理由は諸説あるが，地球温暖化が
その一因であるのは想像に難くない。
　2007年に IPCC（国連の気候変動に関する政府間パネル）
が発行した第 4次評価報告書では，地球温暖化は人為的な

温室効果ガスが原因である，と言える確率は 9割を超える
と結論付けている。さらに 2013年の第 5次評価報告書によ
ると 1880～2012年の温度上昇の傾向について平均温度が
0.83°C上昇しているという報告がなされており（図 1参
照），これは 2001年 IPCC第 3次評価報告書で示されてい
た 1901～2000年の 100年当たり 0.6°Cの上昇傾向よりも大
きくなっているのがわかる。特に最近 30年について各 10
年間の世界平均気温は，1850年以降のどの 10年間よりも
高温になっている。
　この温度上昇の要因について，地球に降り注ぐ太陽から
の日射量の変動に起因する長期的な寒冷期・温暖期のサイ
クル（ミランコビッチサイクル）による約 10万年周期の気
候変動の一環とみる説もあるが，20世紀後半からの気温上
昇は日射量の変動のみでは説明できないほど平均気温が上
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図 1.　世界全体の二酸化炭素の累積総排出量の関数として示した，さまざまな一連
の証拠による世界平均地上気温の上昇量

 出典：IPCC第 5次報告書 WG1 政策決定者向け報告書より


